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第４期熊本県教育振興基本計画の指標案について   
 
 
・黄色セルは今回の委員会で、新たに候補として提案する指標 

・★がつく指標は、１０の基本的方向性ごとに設定する重点指標 

 

 

【基本的方向性１】家庭・地域の教育力向上 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★保護者が家庭教育について学ん

だ園の割合 

（「親の学び」講座等を実施した園

の割合） 

「親の学び」講座等実施状

況調査 

【実施主体】県 

【調査対象】就学前施設 

55.1％ 80％ 
１ 家庭の教

育力の向上 

 

○第３期プランでも同様の指

標を設定 

(R 元)34.4%⇒ 

(R５目標値)５0% 

 

○市町村における家庭教育支援員

の配置の割合 

実績取りまとめ 

【実施主体】県 

【調査対象】市町村 

9% 50% 
１ 家庭の教

育力の向上 

○第４期での新規項目 

○地域で子育ての悩みを相談

できる保護者の割合が低く、支

援員の配置により家庭教育を

社会全体で支援する 

○市町村における放課後子供教室

実施の割合 

コミュニティ・スクール及

び地域学校協働活動実施

状況調査 

【実施主体】県 

【調査対象】市町村 

75% 100% 

２ 地域の教

育力の向上 

21 地域とと

もにある学

校づくり 

○第４期での新規項目 

○第３期でも実施してきた放

課後子供教室設置の取組みを

継続し、全市町村での実施を目

指す 

資料３ 
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指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

○スタートカリキュラム※実施後

に、入学後の児童の様子やカリ

キュラムの内容について、園等

と意見交換した小学校の割合 

※スタートカリキュラム…幼児期に遊

びを通じて育まれてきた力を、各教科

等における学習に円滑に接続するため

の小学校入学当初のカリキュラム 

教育指導の反省 

【実施主体】県 

【調査対象】公立小学校 

現状値 

なし 
100% 

３ 就学前教

育の充実と

小学校以降

の教育との

円滑な接続 

○第４期での新規項目 

○園等と小学校等との意見交

換による相互理解を促進する 

 

【基本的方向性２】安全・安心に過ごせる学校づくり 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★「いじめは、どんな理由があっ

てもいけないことだと思う」と

答えた児童生徒の割合 

心のアンケート 

【実施主体】県 

【調査対象】小・中・高

校・特別支援学校の児童

生徒 

現状値 

なし 
100% 

５ いじめへ

の対応 

○第４期での新規項目 

○いじめの未然防止にあたり、

最も重要な考え方に関する指

標を設定する 

○いじめを見たり聞いたりしたと

き、いじめを受けた児童生徒の

ことを思い、行動することがで

きたと答えた児童生徒の割合 

心のアンケート 

【実施主体】県 

【調査対象】小・中・高

校・特別支援学校の児童

生徒 

現状値 

なし 
100% 

５ いじめへ

の対応 

○第３期では「いじめを受けて

誰かに話をした、又は自分で解

決できると答えた割合」だった

が、周囲の子供たちの行動に関

する指標を新たに設定する 
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指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★不登校の児童生徒が、教職員だ

けでなく学校内外の専門機関等

からの支援を受けている割合

（公立小中学校） 

定例報告 

【実施主体】県 

【調査対象】公立学校の

児童生徒 

調査予定 

(R6.7 頃) 
100％ 

６ 不登校へ

の対応 

 

○第３期でも同様の指標を設

けたが、支援主体の定義を「専

門家」から「学校内外の専門機

関等」に拡げる 

 

○不登校を含む児童生徒の校内教

育支援センターの利用者数 

長欠調査 

【実施主体】県 

【調査対象】市町村 

333 人 500 人 
６ 不登校へ

の対応 

○第４期での新規項目 

○設置を推進する校内教育支

援センターに関する指標を新

たに設定する 

 

【基本的方向性３】確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★「授業で、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組ん

でいる」と思う児童生徒の割合 

（小中学校） 

全国学力・学習状況調査 

【実施主体】文部科学省 

【調査対象】小学６年生、

中学３年生（市町村立） 

小学校

74.8％ 

中学校

73.3％ 

毎年 

前年度を 

上回る 

８ 確かな学

力の育成 

 

○第４期での新規項目 

○第３期では「当該調査で全国

平均を上回った項目数」を指標

としたが、児童生徒の学びの主

体性に課題があるため、新たな

指標を設定する 
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指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

○「授業の内容がよく分かる」と

思う児童生徒の割合（小中学校） 

全国学力・学習状況調査 

【実施主体】文部科学省 

【調査対象】小学６年生、

中学３年生（市町村立） 

小・国語

87.3％ 

小・算数

80.4% 

中・国語

76.5% 

中・数学

66.9% 

中・英語

55.8％ 

毎年 

前年度を 

上回る 

８ 確かな学

力の育成 

○第４期での新規項目 

○小学校の国語を除く教科で

「授業の内容がよく分かる」と

感じている児童生徒の割合が

全国値より低く、授業改善を図

る必要があるため、新たな指標

を設定する 

★探究的な学びにおいて、整理や

分析を踏まえて、自分の考えを

分かりやすくまとめ、発表した

生徒の割合（高等学校） 

実績調査 

【実施主体】県 

【調査対象】県立高校 

調査予定 

(R6.7 頃) 
100% 

８ 確かな学

力の育成 

○第４期での新規項目 

○第３期では「生徒の学力が向

上した割合」を指標としたが、

さらに充実を図っていく「探究

的な学び」に関する指標を設定

する 

 

○熊本県教育委員会や文部科学省

が作成した資料（道徳科授業力

向上手引書・リーフレットやア

ーカイブ等）を活用した研修を

行っている学校 

教育指導の反省 

【実施主体】県 

【調査対象】県内公立小

中学校 

68.4% 

毎年 

前年度を 

上回る 

９ 豊かな心

を育む教育

の充実 

○第４期での新規項目 

○県教委ではR5年3月に道徳

教育充実のための資料を作成

しており、授業力向上に係る指

標を設定する 
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指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

○「運動やスポーツをすることが

好き、どちらかというと好き」

と回答した児童生徒の割合 

①全国体力・運動能力、

運動習慣等調査 

熊本県体力・運動能力、

運動習慣等調査 

【実施主体】 

①スポーツ庁、②県 

【調査対象】 

①小学５年生・中学２年

生（市町村立） 

②県立高校 2 年生 

小５ 

88.7％ 

中２ 

81.3% 

高２ 

82.0% 

毎年 

前年度を 

上回る 

10 健やかな

体の育成 

○第４期での新規項目 

○第３期では「児童生徒の体力

が向上した割合」を指標とした

が、「運動やスポーツが好き」

の割合を高めることが体力の

向上や豊かなスポーツライフ

につながることから、新たな指

標を設定する 

 

【基本的方向性４】障がいや多様な教育的ニーズに応える 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★就学先決定のプロセスにおい

て、「学びのものさし」を活用し

ている市町村の割合 

特別支援教育推進チェッ

クリスト 

【実施主体】県 

【調査対象】市町村 

現状値 

なし 

100% 

(44 市町

村) 

12 特別支援

教育の充実 

○第４期での新規項目 

○今後、普及を図る「学びのも

のさし」に係る指標を設定する 

○小・中・高等学校及び特別支援

学校教員が特別支援教育の専門

性向上に資する研修を受講した

割合 

教員研修プラットフォー

ム(Plant) 

【実施主体】県 

【調査対象】小・中・高

校・特別支援学校教員 

現状値 

なし 
100% 

12 特別支援

教育の充実 

○第４期での新規項目 

○通常学級を含む全ての教職

員に対し、合理的配慮の提供や

指導の工夫・改善が求められて

おり、新たな指標を設定する 
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指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

○公立学校における日本語指導が

必要な児童生徒のうち、日本語

指導等特別な指導を受けている

者の割合 

日本語指導が必要な児童

生徒の受入状況等に関す

る調査 

【実施主体】国、県 

【調査対象】公立学校の

日本語指導が必要な児童

生徒 

国におい

て調査中 
100% 

14 多様なニ

ーズに対応し

た教育の充実 

○第４期での新規項目 

○増加傾向にある、日本語指導

が必要な児童生徒への対応に

関する指標を設定する 

 

【基本的方向性５】産業人材、グローバル人材の育成 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

○地域（産官学等）と連携し、キ

ャリア教育に関するカリキュラ

ム刷新に取り組んだ県立高校

（全日制）の割合 

実績調査 

【実施主体】県 

【調査対象】県立高校 

（全日制） 

調査中 

(8 月末 

判明予定) 

50%(仮) 

※調査結果

により目標

値を決定 

15 産業人材

の育成とキ

ャリア教育

の充実 

○第４期での新規項目 

○第３期では「インターンシッ

プの体験割合」を指標としてい

たが、地域との連携の視点を加

えた新たな指標を設定する 

★中学３年生でCEFRのA1レベ

ル相当（英検３級）以上を達成

した生徒の割合 

英語教育実施状況調査 

【実施主体】文部科学省 

【調査対象】中学３年生 

46.6％ 60％ 

16 外国語教

育、国際教育

の充実 

20 優れた才

能や個性を

伸ばす教育 

○第３期でも同様の指標を設

けたが、対象を「英検３級相当

取得率」から、資格取得等に限

定せず「CEFR A1 レベル相当

達成」とする 
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指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★高校３年生でCEFRのA2レベ

ル相当（英検準２級）以上を達

成した生徒の割合 

英語教育実施状況調査 

【実施主体】文部科学省 

【調査対象】公立高校３

年生 

43.1％ 60％ 

16 外国語教

育、国際教育

の充実 

20 優れた才

能や個性を

伸ばす教育 

○第３期でも同様の指標を設

けたが、対象を「英検準２級相

当取得率」から、資格取得等に

限定せず「CEFR A２レベル相

当達成」とする 

○「熊本の心」を家庭や地域との

連携・啓発のために活用した小

中学校の割合 

道徳教育実施状況調査 

【実施主体】県 

【調査対象】公立小中学

校 

48.3% 

毎年 

前年度を 

上回る 

17 ふるさと

を愛する心

の醸成 

9 豊かな心

を育む教育

の充実 

○第４期での新規項目 

○当該資料は既に道徳科の授

業では全ての小中学校で使わ

れており、家庭や地域との連

携・啓発を目指す 

 

【基本的方向性６】魅力ある学校づくり 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★地元自治体や企業・大学等と連

携した教育活動の回数（年 20

回）を達成した県立高校の数 

実績調査 

【実施主体】県 

【調査対象】県立高校 

50 校中 

26 校 

（52%） 

50 校中 

40 校 

（80%） 

19 県立高校

の魅力化の

推進 

21 地域とと

もにある学

校づくり 

○第４期での新規項目 

○第３期では、「入学を希望す

る生徒が増加した県立高校の

学科・コースの割合」を指標に

したが、多様なパートナーとの

連携に主眼を置いた新たな指

標を設定する 
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【基本的方向性７】子供たちの学びを支える環境づくり 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

○本県教育委員会が実施する「初

任者研修」「中堅教諭等資質向上

研修」を受講し、資質能力の向

上に「役立った」と回答した教

員の割合 

研修受講者振り返り 

【実施主体】県 

【調査対象】受講した全

ての教員 

現状値 

なし 
100% 

24 教職員の

人材確保、

人材育成 

○第４期での新規項目 

○教職員の資質向上に向け、研

修の質に関する指標を設定す

る 

★時間外在校等時間が月４５時間

以内の公立学校の教職員の割合

（県立・市町村立） 

実績調査 

【実施主体】県 

【調査対象】県立学校、

市町村教育委員会 

県立 

76.7% 

市町村立 

70.0% 

県立 

90% 

市町村立 

85% 

25 教職員の

働き方改革

の促進 

 

○第３期では「県立学校の教職

員の時間外在校時間が年 360

時間以内となっている割合」を

指標としたが、対象を市町村立

学校まで拡げるとともに、中教

審答申案の審議内容に合わせ、

月単位で管理する指標を設定

する 

 

○クラウドを活用した校務の効率

化（保護者への連絡、アンケー

トの実施、会議のオンライン化

等）に多くの校務で取り組んで

いる学校の割合 

全国学力・学習状況調査 

熊本県教育委員会調査 

【実施主体】文部科学省、

県 

【調査対象等】 

小中学校、県立高校 

小学校 

43.4% 

中学校 

48.8% 

県立高校 

100% 

小学校 

100% 

中学校 

100% 

県立高校 

100% 

25 教職員の

働き方改革

の促進 

26 教育 DX

の推進 

○第４期での新規項目 

○特に小中学校において、ＩＣ

Ｔによる校務効率化を進める

ため、新たな指標を設定する 
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指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★１人１台端末を授業でほぼ毎日

活用している学校の割合 

全国学力・学習状況調査 

熊本県教育委員会調査 

【実施主体】文部科学省、

県 

【調査対象】 

小中学校、県立高校 

小学校 

69.8% 

中学校 

66.7% 

県立高校 

74.6% 

小学校 

100% 

中学校 

100% 

県立高校 

100% 

26 教育 DX

の推進 

○第４期での新規項目 

○１人１台端末の普及が進ん

だことから、積極的に活用する

ことに主眼を置いた指標を設

定する 

○児童生徒が自分の特性や理解

度・進度に合わせて課題に取り

組む場面で１人１台端末を使用

（ほぼ毎日＋週３回以上）させ

ている学校の割合 

全国学力・学習状況調査 

熊本県教育委員会調査 

【実施主体】文部科学省、

県 

【調査対象】 

小中学校、県立高校 

小学校 

49.8% 

中学校 

41.4% 

県立高校 

48.3% 

小学校 

80% 

中学校 

80% 

県立高校 

80% 

26 教育 DX

の推進 

○第４期での新規項目 

○１人１台端末の普及が進ん

だことから、積極的に活用する

ことに主眼を置いた指標を設

定する 

○県立学校施設長寿命化プランに

基づく県立学校の長寿命化改修

事業着手済校数 

長寿命化改修工事の進捗

管理により把握 

22 校中

８校 

（36%） 

22 校中

22 校 

（100%） 

27 学びを支

える施設の

整備 

○第４期での新規項目 

○学校施設の老朽化対策を確

実に進めていくことについて

指標を設定する 

 

【基本的方向性８】文化・スポーツの振興と生涯学習の推進 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

○古墳館体験教室の参加者数 
実績とりまとめ 

【実施主体】県 

4,500 人

／年 

4,725 人

／年 

(5%増) 

28 文化に親

しむ環境づ

くり 

○第４期での新規項目 

○新たに文化振興に関する指

標を設定する 
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指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★スポーツ実施率（週１回 30 分

以上運動する割合） 

スポーツの実施状況等に

関する世論調査 

【実施主体】スポーツ庁 

【調査対象等】２０歳以

上の男女 

57.3% 70% 

30 県民のス         

ポーツの振

興 

○第３期では「総合型スポーツ

クラブ設置割合」を指標とした

が、県民に広く運動・スポーツ

の振興を図る新たな指標を設

定する 

○国民スポーツ大会男女総合順位 

国民スポーツ大会 

【実施主体】文部科学省、

日本スポーツ協会、開催

都道府県 

35 位 20 位以内 
31 競技スポ

ーツの振興 

○第４期での新規項目 

○競技スポーツの充実を図る

指標として、熊本地震以前の水

準を目指し設定する 

○こども本の森 熊本の入館者数 
実績取りまとめ 

【実施主体】県 

現状値 

なし 

４年間で

累計 

８万人 

32 学習機会

と学習成果

活用の充実 

９ 豊かな心

を育む教育

の充実 

○第４期での新規項目 

○多くの子供たちに来館いた

だき、感性や創造力を育んでも

らえるよう、新たな指標を設定

する 

【基本的方向性９】災害からの復旧・復興 

 

指 標 名 出 典 
現状値

（R5） 

目標値

（R9） 

対応する 

取組事項 

第３期プランとの関係性、 

設定の背景等 

★文化財（国・県指定、国登録）

の災害復旧が進んでいる割合 

（令和２年７月豪雨） 

【調査名】実績取りまとめ 

【実施主体】 県 

【対象】 指定文化財 

83％ 100％ 
33 災害から

の復旧・復興 

○第３期プランでも同様の指

標を設定(R５目標 85%) 

○文化財の完全復旧を目指し、

継続して指標を設定 


